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研究成果の概要（和文）：本研究では，生産・物流ネットワーク問題において，生産コスト，輸送コスト，施設の設立
コスト，顧客需要などが，景気や天候などの確率的不確実性と同時に，専門家・熟練者の知識に含まれる曖昧さ（ファ
ジィ）によって見積もられる状況での意思決定問題を考えた．具体的には，ファジィランダム変数やランダムファジィ
変数を含む多目的性や競合性を考慮した数理計画問題を定式化し，従来の可能性測度や必然性測度，確率測度を拡張し
た新しい意思決定基準に基づく解概念を提案した．さらに，効率的な求解アルゴリズムの構築を行い，曖昧性と不確実
性が同時に存在する状況下での最適解の導出法を示した．

研究成果の概要（英文）：In this research, we have considered multiobjective production and distribution 
network optimization problems in fuzzy stochastic environments. We have formulated multi-objective 
problem in which the coefficients of the problems, such as production costs, transportation costs and 
demands, are represented with fuzzy random variables and random fuzzy variables, and so on. We have 
defined the concepts of new optimal solutions which take account of the ambiguity contained in the 
knowledge of experts as well as the randomness related to stochastic factors, on the basis of both the 
possibility theory and probability theory. We developed efficient algorithms for obtaining the newly 
defined solutions.
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１． 研究開始当初の背景 
従来は景気や天候などの確率的不確実性（ラ
ンダム性）と専門家・熟練者の知識に含まれ
る曖昧性（ファジィ性）が別々に考慮された
意思決定モデルが発展してきた．近年，ラン
ダム性とファジィ性が同時に考慮された数
理計画が盛んに研究されてきているが，まだ
発展途上である． 
 
２．研究の目的 
本研究では，専門家・熟練者の知識に含まれ
る曖昧さ（ファジィ）と需要などの確率的不
確実性が存在する環境における生産，施設配
置や物流に関わる意思決定問題を数理計画
問題として定式化し，競合性や多目的性を考
慮した最適化モデルを提案するとともに，各
目的に対する満足度のバランスなどを考慮
した満足解を実用時間内に導出するアルゴ
リズムを開発することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
確率変数やファジィ集合，また，確率変数と
ファジィ集合の拡張概念であるファジィラ
ンダム変数やランダムファジィ変数を係数
に含む多目的計画問題や競合２レベル計画
問題等の数理計画問題，ネットワーク計画問
題を考える．また，可能性理論や確率計画法
を発展させた新しい意思決定モデルや解概
念（パレート最適解や Stackelberg 解）を提
案するとともに，提案した解を導出するアル
ゴリズムを提案する．研究を効率よく進める
ために，シカゴ大学の Birge 教授と情報交換
及び議論を行い，確率計画法に関する最新の
知見を得る． 
 
４．研究成果 
生産・物流における意思決定問題において，
生産コストや輸送コスト，需要量などを確率
変数やファジィ集合，ファジィランダム変数
やランダムファジィ変数で表し，多目的性や
競合性を考慮した新しい数理計画問題を定
式化した．また，従来の可能性測度や必然性
測度，確率測度を拡張した新しい意思決定基
準，新しいパレート最適解や Stackelberg 解
などの解概念を提案した．さらに，提案した
解を導出する効率的アルゴリズムを構築し
た．シカゴ大学の Birge 教授と複数回の意見
交換を行い，確率計画に関する最新の研究成
果と知見を反映させた．今後は，大規模デー
タに基づく客観性と人間の知識や経験等に
基づく主観性を統合した新しい意思決定モ
デルの構築を行いたいと考えている． 
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